
週刊エコノミスト2025.3.25 30

堺
市
に
上
島
社
会
保
険
労
務
士
事

務
所
（
大
阪
・
堺
障
害
年
金
相

談
室
）
を
開
業
し
、
大
阪
府
南
部
を
中

心
に
社
会
保
険
労
務
士
（
社
労
士
）
と

し
て
活
動
し
て
10
年
に
な
る
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
時
代
と
同
程
度
の
収
入
を
確
保

し
、
充
実
し
た
第
二
の
人
生
を
過
ご
し

て
い
る
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
か
ら
周
到
に
準

備
し
た
。
大
学
を
卒
業
後
に
入
社
し
た

萬
有
製
薬
（
現
Ｍ
Ｓ
Ｄ
）
で
営
業
職
を

務
め
た
時
に
よ
く
会
っ
た
医
師
な
ど
医

療
従
事
者
は
、
国
家
資
格
を
持
っ
て
個

人
で
独
立
し
て
高
齢
に
な
っ
て
も
働
け

る
の
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
何
か
資

格
を
取
り
た
い
と
一
念
発
起
し
、
45
歳

の
時
に
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
取

得
。
し
か
し
、
中
小
企
業
の
社
長
は
独

自
の
経
営
哲
学
を
持
つ
人
が
多
く
、
営

業
方
針
な
ど
に
介
入
す
る
余
地
が
少
な

い
。
脱
サ
ラ
し
て
独
立
し
て
も
う
ま
く

い
く
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
約
20
万
円
を
投
じ
て
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
や
テ
キ
ス
ト
を
購
入
し
、

社
労
士
試
験
に
向
け
て
２
年
間
、
夜
に

勉
強
し
た
。
京
都
に
単
身
赴
任
を
し
て

い
た
時
期
で
、
勉
強
が
は
か
ど
っ
た
。

53
歳
の
時
に
社
労
士
試
験
に
合
格
し
た

市
役
所
で
実
務
経
験

　

勤
務
先
は
２
０
０
４
年
、
外
資
の
製

薬
会
社
に
買
収
さ
れ
、
所
属
部
署
が
丸

ご
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。
事
実
上
の
リ

ス
ト
ラ
だ
っ
た
。
神
戸
市
の
公
益
財
団

法
人
「
先
端
医
療
振
興
財
団
」
に
転
職

し
た
後
、
大
阪
府
和
泉
市
役
所
の
国
民

年
金
課
で
臨
時
職
員
と
し
て
２
年
間
働

い
た
。
安
月
給
は
二
の
次
。
実
務
経
験

を
積
む
勉
強
の
場
と
考
え
た
。
日
本
年

金
機
構
の
審
査
担
当
部
署
と
情
報
交
換

し
た
こ
と
で
、
機
構
が
年
金
受
給
の
可

否
を
審
査
す
る
条
件
が
よ
く
分
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

61
歳
だ
っ
た
15
年
に
社
労
士
事
務
所

を
開
業
し
た
。
仕
事
の
98
％
は
障
害
年

金
、
残
り
は
遺
族
年
金
や
老
齢
年
金
に

関
す
る
手
続
き
だ
。
障
害
年
金
と
は
、

リ
ス
ト
ラ
後
、社
労
士
と
し
て
開
業

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
同
程
度
の
収
入

社
会
保
険
労
務
士
は
労
務
や
年
金
に
関
す
る
相
談
や
受
給
手
続
き
代
行
な
ど
を
す

る
専
門
職
だ
。�

（
聞
き
手
・
構
成
＝
粟
野
仁
雄
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

上う
え
し
ま島　

弘ひ
ろ
ゆ
き幸

（
社
会
保
険
労
務
士
）

社
会
保
険
労
務
士

1954年三重県生まれ。78年同志社大学経済学部を卒業後、萬有製薬（現
MSD）に入社し、医薬情報担当者などを務めた。中小企業診断士の資格を取得
した後、53歳の時、社会保険労務士の資格を取得。リストラ後、先端医療振興
財団に転職。大阪府和泉市役所国民年金課勤務を経て、2015年上島社会保
険労務士事務所（大阪・堺障害年金相談室）を開業。71歳
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病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な

ど
が
制
限
さ
れ
る
人
が
普
通
の
年
金
受

給
年
齢
に
な
る
前
に
受
け
取
れ
る
年
金

で
、
64
歳
ま
で
新
規
申
請
で
き
る
。

　

障
害
年
金
を
手
掛
け
る
こ
と
に
し
た

き
っ
か
け
は
息
子
の
病
気
。
20
代
で
精

神
疾
患
を
発
症
し
、
満
足
に
働
け
な
く

な
っ
た
た
め
、
障
害
年
金
を
も
ら
う
手

続
き
を
し
た
。
顧
客
第
１
号
は
息
子
だ

っ
た
。
顧
客
の
症
状
の
う
ち
、
最
も
多

い
の
は
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
だ
。

　

社
労
士
事
務
所
を
開
業
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー
機
、
電

話
が
あ
れ
ば
よ
く
、
特
段
高
価
な
機
材

は
不
要
だ
っ
た
。
事
務
所
は
妻
の
実
家

を
借
り
、
賃
料
は
安
上
が
り
で
済
ん
で

い
る
。
最
寄
り
の
泉
北
高
速
鉄
道
光
明

池
駅
（
堺
市
）
か
ら
は
約
２
㌔
離
れ
た

所
に
あ
り
、
歩
く
に
は
遠
い
が
、
顧
客

の
障
害
者
に
は
肢
体
不
自
由
者
も
お

り
、
自
分
で
事
務
所
に
来
ら
れ
な
い
こ

と
が
多
い
。
顧
客
の
自
宅
に
出
向
い
た

り
、
駅
に
近
い
公
的
機
関
の
一
室
を
借

り
た
り
、
喫
茶
店
で
打
ち
合
わ
せ
し
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
影
響
は
少
な

い
。

　

顧
客
か
ら
受
け
取
る
契
約
手
付
金
は

１
件
当
た
り
１
万
１
０
０
０
円
だ
。
煩

雑
な
書
類
の
記
入
や
提
出
な
ど
を
代
行

す
る
。
日
本
年
金
機
構
が
受
給
が
認
め

る
と
成
功
報
酬
も
い
た
だ
く
。
今
ま
で

申
請
し
た
件
数
の
97
％
は
認
め
ら
れ

た
。合

格
率
は
５
〜
７
％

　

製
薬
会
社
に
勤
め
た
経
験
が
生
き
て

い
る
と
思
う
の
は
、
診
断
書
を
見
た
だ

け
で
記
載
さ
れ
た
薬
の
内
容
が
分
か
る

こ
と
だ
ろ
う
。
他
の
社
労
士
は
調
べ
な

い
と
無
理
だ
と
思
う
。

　

社
労
士
試
験
の
合
格
率
は
５
～
７
％

ほ
ど
と
低
く
、
難
関
と
い
え
る
。
合
格

す
る
と
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合

会
に
登
録
で
き
る
が
、
す
ぐ
に
営
業
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
労
士
事
務
所

な
ど
で
２
年
間
の
実
務
経
験
を
積
む

か
、
事
務
指
定
講
習
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。

　

週
40
時
間
ほ
ど
働
き
、
顧
客
の
都
合

次
第
で
は
土
日
に
仕
事
を
す
る
こ
と
も

多
い
。
こ
の
仕
事
は
特
段
、
社
交
的
で

な
く
て
も
い
い
が
、
面
談
や
電
話
で
の

情
報
交
換
が
多
い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
は
必
要
だ
ろ
う
。

�

社会保険労務士

資格概要 労働社会保険の手続き、年金に関する相談や受給手続き代行、労働災害の防止や安全衛
生教育、労務管理の相談や指導、就業規則や賃金・退職金規程の作成などをする専門職

売上高 全国社会保険労務士会連合会「社労士実態調査」（2024年度）の回答者のうち最多は
「500万円未満」、中央値は550万円

年齢構成 「社労士実態調査」（同）の回答者のうち最多は50代（32.4％）

受験資格 大学、短大、高等専門学校を卒業など

試験日 年1回

試験科目・内容 労働基準法や雇用保険法などの学科試験

試験会場 19都道府県30会場（24年度）

受験手数料 1万5000円

その他費用 全国社会保険労務士連合会への登録手数料3万円、登録免許税3万円など

（出所）全国社会保険労務士会連合会サイトより編集部作成

顧
客
の
自
宅
や
公
共
施
設
、
喫
茶
店
で
打
ち
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
い
と
話
す
上
島
弘
幸
さ
ん�

撮
影　

粟
野
仁
雄


